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売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
1 株 当 た り
四半期純利益

百万円 百万円 百万円 百万円 円　銭 

前回発表予想(Ａ) 747 △ 3 △ 1 △ 3 △ 0.45 
実績値　　　(Ｂ) 828 5 12 13 2.02 
増減額　(Ｂ－Ａ) 81 8 13 16 
増減率　　 （％） 11.0 ―　 ―　 ―　
(ご参考)前期第2四半期実績
（平成26年1月期第2四半期）

730 △ 6 60 74 11.24 

２．平成27年1月期通期連結業績予想数値の修正（平成26年 2月 1日 ～ 平成27年 1月31日 ）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1 株 当 た り
当期純利益

百万円 百万円 百万円 百万円 円　銭 

前回発表予想(Ａ) 1,612 18 22 17 2.58 
今回修正予想(Ｂ) 1,696 14 24 22 3.38 
増減額(Ｂ－Ａ) 84 △ 3 2 5 
増減率（%） 5.2 △ 18.5 10.4 31.4 
(ご参考)前期実績
（平成26年1月期）

1,534 △ 102 3 16 2.50 

３．平成27年1月期第2四半期個別累計期間（平成26年2月1日～平成26年7月31日 ）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
1 株 当 た り
四半期純利益

百万円 百万円 百万円 百万円 円　銭 

前回発表予想(Ａ) 522 △ 20 △ 9 △ 11 △ 1.67 
実績値　　　(Ｂ) 580 △ 56 △ 40 101 15.33 
増減額　(Ｂ－Ａ) 58 △ 36 △ 31 112 
増減率　　 （％） 11.3 ―　 ―　 ―　
(ご参考)前期第2四半期実績
（平成26年1月期第2四半

533 △ 55 24 38 5.80 

４．平成27年1月期通期個別業績予想数値の修正（平成26年2月1日～平成27年1月31日 ）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1 株 当 た り
当期純利益

百万円 百万円 百万円 百万円 円　銭 

前回発表予想(Ａ) 1,125 △ 17 6 1 0.15 
今回修正予想(Ｂ) 1,168 △ 83 △ 54 84 12.73 
増減額(Ｂ－Ａ) 43 △ 66 △ 60 83 
増減率（%） 3.8 ―　 ―　 ―　
(ご参考)前期実績
（平成26年1月期）

1,045 △ 134 1 14 2.13 

第２四半期累計期間における業績予想値と実績値との差異
及び通期業績予想の修正に関するお知らせ

 平成26年３月19日に公表いたしました平成27年１月期第２四半期累計期間（平成26年２月１日～平
成26年７月31日）の業績予想値と実績値との差異、及び平成27年１月期通期業績予想を最近の業績の
動向を踏まえ、下記の通り修正いたしましたのでお知らせいたします。

記

１．平成27年1月期第2四半期連結累計期間（平成26年2月1日～平成26年7月31日 ）



５．差異及び修正の理由

（注意事項）

以　上

　上記に記載した予想は、作成日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり実際の業
績は、今後様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。

＜連結業績＞
　平成27年１月期第２四半期累計期間につきましては、売上はフェライトコア販売が通信関連機器、
車載、産業機器向けを中心に順調に推移致しました。損益面では原価率低減、経費削減に努めた結
果、営業損益、経常損益、四半期当期純損益とも黒字計上となりました。
　平成27年１月期通期業績予想につきましては、売上はフェライトコア販売が通信機器関連、車載、
産業機器向けを中心に引き続き順調に推移する見込です。損益面では海外子会社の人件費上昇が見込
まれますが原価低減、経費削減に努め、営業利益、経常利益、当期純利益を計上する見込です。

＜個別業績＞
　平成27年１月期第２四半期累計期間につきましては、売上はフェライトコア販売が車載、産業機器
向けを中心に順調に推移致しました。営業損益は円安基調に伴う仕入原価上昇により赤字幅が拡大致
しました。経常損益は子会社からの受取利息、為替差益等があったものの営業赤字が影響し赤字幅が
拡大致しました。四半期当期純損益は平成26年６月23日にお知らせ致しました、子会社の清算益の計
上により黒字計上となりました。
　なお、子会社の清算に係る連結決算への影響は、連結子会社であるため軽微です。
　平成27年１月期通期業績予想につきましては、売上は引き続き好調に推移する見込です。損益面で
は円安基調に伴う仕入原価上昇が予想され、営業赤字、経常赤字となる見込です。当期純利益は第２
四半期累計期間における子会社の清算益により黒字計上となる見込です。


